




目的 

分娩は胎児にとってストレスであり,中でも hypoxia は最大のストレスとなる。現在臨床的

には intrapartum fetal assessme-nt として cardiot ㏄ ogram(CTG)が繁用され，fetal 

distress 検出における有用性については異論のないところである。 

ところで,胎児は分娩中のストレスに反応して catecholamine(CA)を分泌し,その変化は羊

水中 CA 濃度に反映されることを我々は報告してきた。Fetal hypoxia をほぼ real time に

表現する CTG に対し,羊水中 CA は分娩経過中に分泌された胎児 CA の蓄積,換言するならば

胎児ストレス反応の総和を反映するものであると考えられよう。これを胎児予備能という

面から見ると,羊水中 CA の増加は,それだけ胎児予備能が減少したことを示すとも理解出

来よう。 

そこで今回は,fetal distress の病態解析にあたって羊水中 CAのもつ意義を明らかにする

目的で,分娩経過中の各時期における羊水中CAを測定し,CTG所見,臍帯動脈血pHとの関係

を検討した。 


